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紙
谷　

普
段
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
当

た
り
前
に
水
が
出
る
の
で
、
大
切
さ

が
伝
わ
り
に
く
い
で
す
。た
だ
、地
震

や
災
害
で
も
断
水
に
な
る
可
能
性
が

高
い
の
で
、
各
小
学
校
に
組
立
式
給

水
タ
ン
ク
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
里　

自
治
会
と
協
力
し
て
防
災
訓

練
の
時
に
、
組
立
式
給
水
タ
ン
ク
で

応
急
給
水
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
と
水
道
部
職
員
が
一
緒
に
行

う
の
で
、
水
の
大
切
さ
を
身
近
に
知

る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

紙
谷　
「
断
水
」で
水
道
が
使
え
な
い

時
、
き
れ
い
な
水
を
配
布
中
に
「
ご

く
ろ
う
さ
ま
」
と
お
に
ぎ
り
を
渡
さ

れ
た
ん
で
す
。
水
道
の
仕
事
で
も
住

民
と
触
れ
あ
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。

村
里　

水
漏
れ
の
修
繕
で
夜
中
に
作

業
し
て
い
る
と
、「
寒
い
中
あ
り
が

水
道
管
の
漏
水
や

水
道
管
の
漏
水
や

陥
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事
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が
多
発

陥
没
事
故
が
多
発

紙
谷　

埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥

没
、
堺
市
の
水
道
管
漏
水
な
ど
が
頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
起
こ
っ
て
い
ま
す
ね
。
埼
玉
の

陥
没
事
故
は
被
害
状
況
が
大
き
く
復

旧
作
業
が
長
期
化
し
て
、
社
会
的
に

も
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

村
里　

あ
ん
な
大
き
い
交
差
点
で
陥

没
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
い
か
に
安
全

に
早
期
復
旧
が
で
き
る
か
本
当
に
厳

し
い
で
す
。
市
議
会
で
も
上
下
水
道

の
事
故
対
応
で
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
谷　

水
道
管
の
計
画
的
な
更
新
工

事
が
重
要
で
す
。
吹
田
市
は
比
較
的

早
い
時
期
に
水
道
管
を
布
設
し
た
の

で
、
老
朽
化
が
進
ん
で
府
内
で
も
高

い
経
年
劣
化
率
な
ん
で
す
。
こ
れ
を

機
に
水
道
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

と
う
ね
」
と
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

こ
れ
か
ら
も

仕
事
と
組
合
に
全
力

仕
事
と
組
合
に
全
力

紙
谷　

職
場
で
は
、
後
継
者
不
足
か

ら
技
術
の
継
承
が
厳
し
く
て
、
市
長

部
局
と
の
人
事
交
流
な
ど
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
と
く
に
土
木
職
の
採

用
人
数
が
減
ら
さ
れ
、「
育
児
休
業

の
取
得
」「
能
登
の
被
災
地
派
遣
」

等
で
欠
員
状
態
な
の
に
、
人
員
の
補

充
も
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

村
里　

深
刻
な
職
場
の
実
態
を
み
て

も
、
人
員
不
足
の
解
消
や
賃
金
・
職

場
環
境
の
改
善
な
ど
、
早
く
解
決
し

て
ほ
し
い
要
求
が
山
積
み
で
す
。

紙
谷　

職
場
を
み
て
も
、
水
道
専
門

の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
今
後
10
年
で
全

員
退
職
と
い
う
現
実
か
ら
も
先
送
り

で
き
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
新
採
職
員
を
獲
得
す
る
た
め
、

「
魅
力
あ
る
公
共
の
仕
事
」
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
、
同
時
に
み
ん
な
で
大
幅

賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
た
い
で
す
。

村
里　

職
場
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
労
働
組
合
の
役
割
は
大
切
で

す
。
い
ま
組
合
員
数
が
減
少
傾
向
で

す
が
、
新
採
職
員
の
組
合
加
入
な
ど

組
織
拡
大
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
。

青
年
部
長
も
兼
ね
て
お
り
、
イ
ベ
ン

ト
企
画
や
勉
強
会
な
ど
交
流
で
き
る

場
を
つ
く
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
活

気
あ
る
組
合
活
動
を
め
ざ
し
ま
す
。

吹田市水道労働組合

村里　達也さん（左）　紙
かみ

谷
たに

　貴大さん（右）

「
中
学
・
高
校
は
野
球
部
で
野
球
が
好
き
。
阪
神
フ
ァ
ン
で
毎

月
甲
子
園
へ
、
２
月
の
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
に
も
当
然
行
き
ま
し
た

よ
」
と
、
紙
谷
さ
ん
。
村
里
さ
ん
は
「
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に
ハ

マ
っ
て
週
末
キ
ャ
ン
プ
。
新
し
い
道
具
を
手
に
入
れ
て
早
く
キ

ャ
ン
プ
し
た
い
。
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
ま
す
」
と
熱
く
語
り
ま
す

　

吹
田
市
水
道
部
の
同
じ
工
務
室
に
勤
務
し
、
土
木
職
と
し
て
入
庁

７
年
目
の
同
期
で
す
。
昨
年
８
月
の
自
治
労
連
第
46
回
定
期
大
会

（
つ
く
ば
市
）
に
も
参
加
さ
れ
た
紙
谷
貴
大
さ
ん
と
村
里
達
也
さ
ん

に
、
仕
事
や
労
働
組
合
の
こ
と
を
話
し
あ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「「
対
話
と
学
び
あ
い

対
話
と
学
び
あ
い
」」
でで

新
た
な
仲
間
を
迎
え
よ
う

新
た
な
仲
間
を
迎
え
よ
う
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「２・５最低賃金署名スタート集会」で大阪最賃審議会の労働者委員候補メンバー。「２・５最低賃金署名スタート集会」で大阪最賃審議会の労働者委員候補メンバー。
大阪自治労連からは仁木書記長（右端）が引き続き立候補してがんばります 　　　大阪自治労連からは仁木書記長（右端）が引き続き立候補してがんばります 　　　

　2025春闘では、すべての労働者の大幅賃上げを勝ち取り、最低賃金全
国一律1500円以上の実現、軍事費の拡大や国民負担おしつけではなく、
社会保障制度の抜本的な拡充など国民春闘の要求をかかげ、「３･６中央
行動」「３･13大阪総行動」などが展開されています。大阪自治労連各単
組では、切実な春闘要求の実現をめざして奮闘しています。

「
３
・
６
中
央
総
決
起
集
会
」
に
参
加
し
た
大
阪
自
治
労
連
代
表
団
メ
ン
バ
ー

︵
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
︶


